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第２章 千歳市の現状 

第１節 高齢者人口及び世帯の状況 

１ 高齢者人口の推移 

人口は、横ばいで令和５（2023）年には98,015人となっています。 
年齢構成をみると、第７期計画の最終年となる令和２（2020）年から、第８期計画の

最終年となる令和５（2023）年にかけて、75歳以上（後期高齢者）の人口は10,828人
から12,133人へと増加傾向にある一方で、65歳～74歳（前期高齢者）の人口は11,800人
から11,252人へ、40歳未満の人口は42,901人から41,343人に減少しています。高齢化率
（総人口に対する65歳以上の高齢者の割合）は、令和２（2020）年の23.1％から令和５
（2023）年は23.9％となっています。 

令和５（2023）年の年齢別人口をみると、いわゆる「団塊の世代」が75歳前後に、ま
た「団塊ジュニア世代」が50歳前後に到達してきており、それぞれが年代ごとのピーク
を形成しています。 

  図表 2-1-1 人口と高齢化率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各年、10 月１日現在の住民基本台帳による状況です。 

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

令和5年

（2023）

総人口 96,984 97,410 98,122 97,766 97,665 98,015

40－64歳 31,911 32,151 32,593 32,780 32,944 33,287

65歳以上 21,806 22,298 22,628 22,956 23,190 23,385

11,600 11,671 11,800 11,832 11,601 11,252

後期高齢者（75歳以上） 10,206 10,627 10,828 11,124 11,589 12,133

75-84歳 7,241 7,439 7,536 7,604 7,862 8,248

85歳以上 2,965 3,188 3,292 3,520 3,727 3,885

高齢化率 22.5% 22.9% 23.1% 23.5% 23.7% 23.9%

前期高齢者高齢化率 12.0% 12.0% 12.0% 12.1% 11.9% 11.5%

後期高齢者高齢化率 10.5% 10.9% 11.0% 11.4% 11.9% 12.4%

前期高齢者（65-74歳）
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高齢化率、前期高齢者、後期高齢者について、本市と北海道、全国との比較をして
います。 

高齢化率及び後期高齢者の割合は、全国や北海道と比べて低くなっています。 
前期高齢者の割合は、全国や北海道と比べて高くなっています。 

図表 2-1-2 全国と北海道との比較（高齢化率等） 

※令和 4 年 10 月 1 日の状況です。（千歳市：住民基本台帳、北海道・全国：総務省「人口推計」より） 

※小数点第 2 位以降は四捨五入しています。 

 

 

  

千歳市 北海道 全国

高齢化率 23.7% 32.8% 29.0%

前期高齢者の割合 50.0% 47.3% 46.6%

後期高齢者の割合 50.0% 52.7% 53.4%
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２ 高齢者世帯数の推移 

高齢者世帯数は、国勢調査を行うごとに増加しており、令和２（2020）年には14,621
世帯となっています。高齢者のいる世帯の割合は33.5％となっています。 

高齢者のいる世帯では、単独世帯、その他世帯が増加しています。 

図表 2-1-3 高齢者世帯数の推移 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※国勢調査結果の状況です。 

  

2,474 3,240 3,980 4,748 4,363
1,548

2,192
2,852

3,742 4,583
3,164

3,632

3,929

4,621
5,675

7,186

9,064

10,761

13,111
14,621

21.6%

25.3%

28.0%

32.4%
33.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

0人

4,000人

8,000人

12,000人

16,000人

平成12年

（2000）

平成17年

（2005）

平成22年

（2010）

平成27年

（2015）

令和２年

（2020）

夫婦のみの世帯 単独世帯 その他の世帯 高齢者のいる世帯（割合）

平成12年

（2000）

平成17年

（2005）

平成22年

（2010）

平成27年

（2015）

令和２年

（2020）
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高齢者のいる世帯（割合）



第２章 千歳市の現状 

12 
 

高齢者のいる世帯の割合について、本市と北海道、全国との比較をしています。 
本市の割合は、いずれの世帯も全国や北海道と比べて低くなっています。 

図表 2-1-4 全国と北海道との比較（高齢者のいる世帯） 

 

 

※令和２年の国勢調査結果の状況です。 
※夫婦のみの世帯は、夫婦ともに 65 歳以上の世帯です。 
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第２節 要支援・要介護認定者の状況 

１ 要支援・要介護認定者の推移 

介護保険サービスを利用するためには、要支援・要介護の認定を受ける必要がありま
す。要支援・要介護の認定は、心身の状況に応じて、要支援１・２と要介護１～５の７
つに区分されます。 

第１号被保険者のうち、要支援・要介護の認定者数は、令和２（2020）年が3,932人、
令和５（2023）年が4,060人となっており、３年間で128人増加しています。今後も、
高齢者人口の増加に伴い、要支援・要介護者数の増加が予想されます。 

図表 2-2-1 要支援・要介護者の推移（第 2 号被保険者を除く） 

 

 
※各年 10 月１日現在の状況です。（国の地域包括ケア「見える化」システムより） 

  

平成28年

（2016）

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

令和5年

（2023）

総数 3,603 3,692 3,829 4,044 4,012 4,122 4,112 4,133
第１号被保険者認定者数 3,519 3,600 3,745 3,965 3,932 4,035 4,027 4,060

要支援１ 767 761 818 899 877 899 931 927
要支援２ 504 521 547 578 588 610 602 584
要介護１ 882 893 923 956 939 999 1,007 990
要介護２ 474 499 496 495 529 508 475 493
要介護３ 337 329 353 399 400 422 420 437
要介護４ 295 305 321 342 318 348 348 365
要介護５ 260 292 287 296 281 249 244 264

第２号被保険者認定者数 84 92 84 79 80 87 85 73
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図表 2-2-2 要支援・要介護者の構成状況 

 
※構成比は、小数点以下第 2 位以下を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

 

図表 2-2-3 要支援・要介護認定高齢者の認定率の推移 

※各年 10 月１日現在による状況です。（高齢者人口：住民基本台帳より、認定率：国の地域包括ケア「見える化」システ
ムと住民基本台帳の比率により算出） 
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要支援・要介護認定高齢者の認定率について、本市と北海道、全国との比較をしていま
す。 

本市は全国や北海道と比べて低くなっています。 

図表 2-2-4 全国と北海道との比較（認定率） 

 
※各年 10 月１日現在の状況です。（北海道・全国：国の地域包括ケア「見える化」システムより、千歳市：国

の地域包括ケア「見える化」システムと住民基本台帳の比率により算出） 
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２ 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準の推移 

認知症高齢者の日常生活自立度判定基準の状況をみると、令和５（2023）年の認知
症高齢者日常生活自立度のランクⅡａ～Ｍの該当者は2,188人となっており、そのうち
高齢者は2,159人となっています。 

今後も要支援・要介護者数の増加に伴い、認知症の症状や行動が見られる高齢者数は
増加することが予想されます。 

図表 2-2-5 認知症認定者の日常生活自立度判定基準の状況 

 

 

※各年 10 月１日現在の状況です。 
※各年の総数は、本市で認定調査をしている方のみの統計のため、各年の認定者数とは一致しません。 
 

それぞれの自立度の判定基準は以下のとおり 
Ⅰ：何等かの認知症は有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 
Ⅱ：日常生活に支障を来たすような症状、行動や意思疎通の困難さが多少みられても、誰かが注意してい

れば自立できる。 
Ⅲ：日常生活に支障を来たすような症状、行動や意思疎通の困難さがときどきみられ、介護を必要とする。 
Ⅳ：日常生活に支障を来たすような症状、行動や意思疎通の困難さが頻繁にみられ、常に介護を必要とす

る。 
Ｍ：著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患がみられ、専門医療を必要とする。 

１号被保険者 ２号被保険者 計 １号被保険者 ２号被保険者 計 １号被保険者 ２号被保険者 計

認定者数（転入等除く） 3,955 97 4,052 3,944 99 4,043 3,973 91 4,064

自立 978 51 1,029 940 56 996 889 51 940

Ⅰ 879 17 896 851 12 863 925 11 936

Ⅱa 450 3 453 453 6 459 476 4 480

Ⅱb 737 10 747 763 7 770 748 10 758

Ⅲa 516 7 523 512 9 521 505 7 512

Ⅲb 171 5 176 177 4 181 168 3 171

Ⅳ 177 3 180 196 4 200 212 5 217

Ｍ 47 1 48 52 1 53 50 0 50

令和3年 令和4年 令和5年
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第３節 千歳市の介護保険事業の状況 

１ 介護サービス等利用者の推移 

介護保険制度は、介護や支援が必要な人を社会全体で支える仕組みとして着実に定
着しています。 

介護サービス利用者は増加していますが、介護サービスの利用率は横ばいです。 
 

図表 2-3-1 介護サービス利用者の推移と利用率 

 
※各年 9 月現在（令和５年のみ８月）の状況です。（国の地域包括ケア「見える化」システムより） 

 

  

445 457 456 467 469 464

277 284 306 310 300 336

1,827 1,894 1,872 1,915 1,969 2,031

2,549 2,635 2,634 2,692 2,738 2,831

68.1% 66.5% 67.0% 66.7% 68.0% 69.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

4,000人

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

令和5年

（2023）

施設受給者数 居住系受給者数 在宅受給者数 介護サービス利用率



第２章 千歳市の現状 

18 
 

介護サービス利用率について、本市と北海道、全国との比較をしています。 
本市は全国と比べて大幅に低く推移しており、北海道と比べると令和４（2022）年ま

ではやや低く推移していましたが、令和５（2023）年は僅かに上回っています。 

図表 2-3-2 全国と北海道との比較（利用率） 

 
※各年 9 月現在（令和５年のみ８月）の状況です。（国の地域包括ケア「見える化」システムより） 
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２ 介護給付費等の推移 

平成 12 年度から始まった介護保険制度は、介護や支援が必要な人を社会全体で支える
仕組みとして着実に定着し、おおむね順調に推移しています。その反面、制度運営につい
ては、要介護状態の重度化、増大する介護給付費の伸びといった課題があります。このよ
うな課題に対応するため、平成 18 年に大幅な介護保険制度の改革が行われ、介護予防を
重視するとともに、施設における費用負担を見直し、増大する介護給付費の抑制を図り、
持続可能な制度運営を目指しています。 

平成 29 年４月からは、介護予防・日常生活支援総合事業を開始し、本市の特色を生か
したサービス提供に取り組んできました。本市の介護給付費(決算額)の推移については、
介護保険サービスが開始された平成 12 年度は 14 億８千万円でしたが、令和４年度は 49
億円となり、平成 12 年度比で 3.3 倍となっています。 

また、地域支援事業費（決算額）の推移については、地域支援事業が創設された平成
18 年度は 7 千 5 百万円でしたが、令和 4 年度は 3 億 5 千万円となり、平成 18 年度比で
4.6 倍となっています。 

 
 

図表 2-3-3 介護給付費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


